
           

酷
暑
の
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
熱
中
症
予
防
の
た

め
、
水
泳
教
室
、
箏
練
習
、
運
動
会
打

ち
合
わ
せ
会
、
水
泳
記
録
会
を
中
止
し

ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
中
止
に
先
が
け
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
プ
ー
ル
開
放
を
中
止
さ
れ
た
の
は
、

極
め
て
賢
明
な
判
断
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
市
内
の
小
学
校
で
も
、
次
々
と

中
止
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

夏
休
み
中
の
家
庭
内
で
の
生
活
で

少
し
困
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、子
ど
も
た
ち
が
、

元
気
に
過
ご
せ
た
こ
と
が
何
よ
り
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

専
門
家
の
提
言
に
よ
り
ま
す
と
、
日

本
の
気
象
状
況
は
、
私
た
ち
の
想
像
を

絶
す
る
速
さ
で
、
変
化
し
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

文
部
科
学
省
か
ら
は
、「
必
要
に
応
じ 

          

て
夏
休
み
の
延
長
や
臨
時
休
業
日
の
設

定
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
」通
知
が
、

出
ま
し
た
。 

津
山
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、
予
定
ど
お
り

の
八
月
二
十
七
日
か
ら
二
学
期
を
始
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

酷
暑
の
夏
は
、
今
年
だ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
今
後
の
教
育
活
動
も
工
夫

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

運
動
会
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。 

こ
の
夏
、
津
山
市
内
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
状
況
で
は
、
屋
内
で
午
前
中
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。炎
天
下
の
午
後
は
、

熱
中
症
に
か
か
る
ケ
ー
ス
が
比
較
的
少

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

          

酷
暑
は
、
過
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
九
月
上
旬
も
、
暑
さ
が
ぶ
り
返
す

可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
油
断

大
敵
で
す
。 

 

本
校
で
は
、運
動
会
に
つ
き
ま
し
て
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

  

① 

運
動
会
当
日
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ 

ド
リ
ン
ク
を
水
筒
に
入
れ
て
く
る 

こ
と
も
可
と
し
ま
す
。 

 

② 

運
動
会
当
日
（
九
月
十
五
日
） 

の
開
始
時
刻
を
例
年
よ
り
三
十
分 

早
め
て
八
時
三
十
分
と
し
ま
す
。 

 
③ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
目
数
を
一
つ 

減
ら
し
て
、
終
了
時
刻
を
例
年
よ 

り
早
め
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
例
年
通
り
、
練
習
時
間
中
に

適
宜
、水
分
補
給
の
時
間
を
と
っ
た
り
、

テ
ン
ト
の
日
陰
内
で
説
明
を
し
た
り
し

ま
す
。 

 

ご
家
庭
で
も
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
の
励
行
等
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

今
年
は
、
八
月
下
旬
で
、
早
く
も
台

風
二
十
一
号
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

気
象
台
に
よ
り
ま
す
と
、
太
平
洋
の
海

水
温
度
は
、
非
常
に
高
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
今
後
も
台
風
が
発
生
し
や
す

い
状
態
が
続
く
そ
う
で
す
。 

 

昨
年
度
は
、
台
風
の
襲
来
に
よ
り
、

雨
天
の
運
動
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 今

年
度
こ
そ
、
秋
晴
れ
の
下
で
の
運

動
会
を
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

運
動
会
の
予
備
日
は
、
左
記
の
通
り
で

す
。 

  

運
動
会 

 

九
月
十
五
日 

（
土
） 

 

予
備
日
① 

九
月
十
六
日 

（
日
） 

 

予
備
日
② 

九
月
二
十
二
日
（
土
） 

 

予
備
日
③ 

九
月
二
十
三
日
（
日
） 

 

台
風
襲
来
に
備
え
て
、
予
備
日
②
と

予
備
日
③
を
平
日
と
せ
ず
、
一
週
間
後

に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。地
域
の
皆
様
、

ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

運
動
会
で
の
熱
中
症
対
策 

台
風
襲
来
に
備
え
て 
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み
ど
り
の
風 

学校教育目標 
夢をもち心豊かに
たくましく生きる 
子どもを育てる 
【８月生活目標】 
けじめのある 
くらしをしよう。 

酷
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
台
風
の
襲
来
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

最新情報は、喬松小ホームページでも好評発信中です。ご覧ください。  kyosyo 松  

  

検索 

めざす学校像：どの子も輝き、どの子も毎日通いたくなる 魅力あふれる楽しい学校 



                              

                              

          

          

       ９  月     10 月 
日 曜 主 な 行 事 予 定 給食 日 曜 主な行事予定 
1 土   1 月 児童朝会 
2 日   2 火  
3 月  ○ 3 水 市陸上記録会 
4 火  ○ 4 木  
5 水  ○ 5 金  
6 木  ○ 6 土  
7 金  ○ 7 日  
8 土   8 月 体育の日 
9 日   9 火  
10 月 児童朝会 ○ 10 水 登校指導 
11   火  ○ 11   木 オープンスクール 
12 水 運動会予行 ○ 12 金 読み聞かせ 
13 木  ○ 13 土  
14 金 前日準備 ○ 14 日  
15 土 運動会  15 月 児童朝会 
16 日 （運動会予備日①）  16 火  
17 月 敬老の日  17 水 仲よし給食 
18 火 振替休業日  18 木 マルチ取り 
19 水 仲よし給食 ぶっくまる ○ 19 金 学校評議員会 
20 木  ○ 20 土 美作陸上記録会 
21 金  ○ 21 日  
22 土 （運動会予備日②）  22 月 6 年個人懇談・教育相談 
23 日 秋分の日（運動会予備日③）   23 火 薩摩芋収穫 6年個人懇談 
24 月 振替休日  24 水 久米地区公開授業研究会 
25 火 ※弁当 避難訓練 登校指導  25 木 クラブ 登校指導 
26 水  ○ 26 金 クリーン作戦 
27 木 クラブ ○ 27 土  
28 金 秋の遠足 ※弁当  28 日  
29 土   29 月 児童朝会 
30 日   30 火  
    31 水  

 

八
月
二
十
八
日
の
昼

休
み
、
職
員
室
前
か
ら
外

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を

見
て
い
た
ら
、
白
髪
の
紳

士
が
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
市
か
ら
来
ら
れ

た
下
山
さ
ん
と
言
わ
れ

る
方
で
し
た
。 

 

下
山
さ
ん
は
、
開
口
一

番
、
「
喬
松
小
に
明
治
十

七
年
か
ら
勤
め
ら
れ
て

い
た
関
屋
鍈
二
先
生
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
一
瞬
、
耳
を
疑
い

ま
し
た
。
た
ま
に
、「
三
年

前
ま
で
勤
め
て
い
た
先

生
に
つ
い
て
消
息
を
知

り
た
い
。
」
と
言
わ
れ
て

訪
ね
て
く
る
人
は
い
ま

す
が
、
さ
す
が
に
、
明
治

十
七
年
は
、
一
八
八
四
年

で
す
か
ら
、
今
か
ら
百
三

十
四
年
も
前
で
す
。 

「
は
て
？
」
と
校
長
室 

                       

前
の
職
員
名
簿
板
を
見

て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
、

二
代
目
校
長
関
屋
鍈
二

と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

下
山
さ
ん
は
、
鶴
田

（
た
ず
た
）
藩
士
に
つ
い

て
調
べ
て
、
執
筆
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
下
山
さ
ん

に
よ
る
と
二
代
目
校
長

の
関
屋
鍈
二
先
生
は
、
左

記
の
よ
う
な
人
で
し
た
。 

 

一
八
六
六
年
に
第
二

次
長
州
征
伐
が
あ
り
、
西

洋
式
の
兵
器
を
持
つ
長

州
藩
に
幕
府
軍
は
、
大
敗

し
ま
す
。
こ
の
時
、
幕
府

軍
だ
っ
た
浜
田
藩
は
、
藩

主
松
平
武
聰
が
一
橋
慶

喜
の
実
弟
だ
っ
た
の
で
、

降
伏
も
で
き
ず
、
自
ら
の

居
城
に
火
を
か
け
て
、
美

作
国
の
飛
び
地
（
鶴
田

領
）
ま
で
逃
れ
、
こ
こ
で

鶴
田
藩
を
興
し
て
明
治

維
新
を
迎
え
ま
し
た
。 

                        

 
 
 
 

明
治
維
新
後
、 

鶴
田
藩
士
は
、 

久
米
の
教
育 

に
多
大
な
る

貢
献
を
し
ま
し
た
。
そ
の

藩
士
の
一
人
が
、
関
屋
鍈

二
先
生
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
あ
ま
り
に
専
門

的
な
話
な
の
で
、
楽
万
先

生
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

助
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

秀
実
小
で
は
、
九
名
以

上
の
鶴
田
藩
士
が
、
勤
務

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

幕
末
か
ら
明
治
維
新

の
激
動
の
時
に
生
き
た

鶴
田
藩
士
の
多
く
は
、
武

士
の
身
分
を
剥
奪
さ
れ
、

生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
様
々

な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

喬
松
小
で
勤
務
さ
れ
て

い
た
先
人
の
ご
苦
労
を

思
う
と
頭
の
下
が
る
思

い
で
し
た
。 

                       

第
二
次
長
州
征
伐
と
喬
松
小
校
長
関
屋
鍈
二
先
生 

こ
の
夏
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
設
置
が
完
了

し
ま
し
た
。 

 
黒
板
に
貼
る
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
、
黒
板

近
く
の
天
井
に
固
定

さ
れ
た
高
性
能
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
等
で

す
。 

 

夏
休
み
中
に
、
先

生
方
は
、
使
い
方
に

つ
い
て
の
熱
心
に
研

修
を
行
い
ま
し
た
。 

            

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
て
、
さ
ら
に
分
か

り
や
す
い
授
業
を
行

い
ま
す
。 

 
 

                      

21世紀の授業は、ＩＣＴ活用で！ 
 

夏
休
み
中
に
で
き
な

か
っ
た
箏
の
練
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

須
江
先
生
に
来
て
頂

い
て
、
五･

六
年
生
が
熱

心
に
練
習
を
し
て
い
ま

ま
す
。 

 

音
楽
室
は
、
エ
ア
コ
ン

が
無
く
て
暑
い
の
で
、
六

年
教
室
を
箏
練
習
場
に

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
六

年
生
は
、
図
書
室
で
授
業 

             

 

八
月
十
九
日
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

で
は
、
暑
い
中
、
本

当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
、
と

て
も
気
持
ち
良
く

二
学
期
が
ス
タ
ー

ト
で
き
ま
し
た
。 

 

厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

                    

 

夏
季
休
業
中
、
先
生
方

は
、
研
修
に
励
み
ま
し
た
。

授
業
方
法
等
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
で
討
議
し
た
り
、
緊 

  

箏
の
練
習
を
開
始
！ 

を
し
て
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
、
一
生
懸
命
に

練
習
す
る
の
で
、
上
達
が

早
い
で
す
。 

                   

奉
仕
作
業
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

急
事
態
を

想

定

し

て
、
実
践

的
な
訓
練

を
し
た
り

し

ま

し

た
。 

  

熱
心
に
校
内
研
修
！ 

めざす子ども像 【か】考える子 【が】がんばる子 【や】やさしい子 【き】郷土を愛する子 


